
　函館は、夜景や異国情緒あふれるまち並みといった景観、海産物をはじ
めとする食、豊富な温泉資源など民間シンクタンクの市町村魅力度調査に
おいても2年連続ナンバーワンの評価を頂いている、魅力あふれたまちで
す。しかし、自然減および社会減による人口減少が止まらず、まちの活力の
低下が懸念されています。
　地方都市が抱える活力の低下といった諸問題を解決するためには、地域
住民や地元企業、行政がそれぞれより一層の「当事者意識」を持って行動し
ていくことが求められています。自らの行動で潜在的な地域力を掘り起こ
し「稼ぐまちへの転換」を図っていくこと。それにより、まちに活力が生ま
れ，家計や企業が潤い、雇用の創出や消費・投資につながる好循環が生み出
されることで、次世代へつなぐまちづくりが可能となるのではないでしょ
うか。本フォーラムの函館開催を通して、地方都市のまちづくりを考えて
いきます。

★基調講演
   木下  斉（きのした ひとし）／（一社）エリア・イノベーション・アライアンス 代表理事
　「稼ぐまちへの転換～好循環を生み出す都市経営～」

1982年東京生まれ。早稲田大学高等学院在学中の2000年に全国商
店街合同出資会社の社長就任。05年早稲田大学政治経済学部政治
学科卒業、07年一橋大学大学院商学研究科修士課程修了。全国で補
助金に依存しない地域再生事業を立ち上げ、事業連携・政策提言組
織として一般社団法人エリア・イノベーション・アライアンスを設立。
内閣官房地域活性化伝道師。著書「稼ぐまちが地方を変える」など。

★パネルディスカッション
　コーディネーター
　　池ノ上 真一 北海道教育大学函館校准教授
　　 国際地域学科 地域政策グループ・地域協働推進センター副センター長
　パネリスト［五十音順］
　　岡崎 正信 オガールプラザ㈱代表取締役
　　川島 蓉子 伊藤忠ファッションシステム㈱取締役、ifs未来研究所所長
　　嶋田 洋平 ㈱らいおん建築事務所代表取締役
　　湯浅  篤 ふらのまちづくり㈱専務取締役

主催：北海道、函館市、一般財団法人地域活性化センター
協賛：函館商工会議所
後援：総務省、北海道商工会議所連合会、北海道市長会、北海道町村会、
　　 北海道市町村振興協会、朝日新聞社、読売新聞社、毎日新聞社、産経新聞社、
　　 日本経済新聞社、北海道新聞社、函館新聞社、地域づくり団体全国協議会

定員 400名
入場無料

【同時開催事業】エクスカーション
函館市西部地区まちあるきガイドツアー「稼ぐまちの源流をたどる」
7月22日（金）9：30～11：30
開港から1930年代にかけて国内10大都市だった函館をつくりあげた経済
人「高田屋嘉兵衛」「相馬哲平」「渡邉熊四郎」らの足跡と文化財をたどり、稼ぐ
まちへの転換を考えます。
函館商工会議所webサイトにて参加受付中
　 　　http://www.hakodate.cci.or.jp/

プログラム

　交通のご案内

JR函館駅徒歩約10分
函館空港よりタクシー利用で約18分
函館市電・函館バス「松風町」徒歩3分
■お車でお越しの場合
道央道「大沼公園IC」より函館新道
経由約50分

市役所前

市役所

函館駅前

函館朝市
函館駅

Boni-moriya
至札幌→

至五稜郭
　　公園→松風町

ホテル
函館ロイヤル

～好循環を生み出すまちづくり～
稼ぐまちへの転換

地方創生フォーラム
in函館

日時　平成28年7月22日（金）　
　　　13時30分～17時00分（開場13時）
会場　ホテル函館ロイヤル
　　　 （北海道函館市大森町16番9号）

（敬称略）
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※ご応募いただいた方の個人情報は、入場証の発送以外の目的には使用いたしません。　　※記入票が足りなくなった場合は、この用紙をコピーしてお申込みください。
※後日入場証をお送りしますので、当日お持ちください。

プログラム 出演者プロフィール

パネルディスカッション

下記の参加申込書によりファックスをいただくか、メールまたは
ハガキに必要事項（郵便番号・住所・氏名・職業・電話番号・参加
人数・入場証送付方法）をご記入の上、お申込みください。
※先着順。定員になり次第、締め切らせていただきます。

一般財団法人地域活性化センター　地域づくり情報課
〒103-0027　東京都中央区日本橋2-3-4　日本橋プラザビル13階
TEL：03-5202-6138　FAX：03-5202-0755
E-mail：jcrd-forum@jcrd.jp
URL：http://www.jcrd.jp/

応募要項

参加申込み方法

お問合せ・お申込先

▶コーディネーター

▶パネリスト

団体・会社名 入場証
送付方法

連絡先住所 メールアドレス

メール　 ／　 FAX　  ／　 郵送
※◯で囲んでください。

〒

電話・FAX

参加者氏名（ヨミガナ） 所属部署・役職 参加者氏名（ヨミガナ） 所属部署・役職

電話

（　　　　　　）　　　　　　－　　　　　　　　内線（　　　　）

FAX

（　　　　　　）　　　　　　－　　　　　　　　

①

②

③

④

⑤

⑥

地方創生フォーラム in 函館 参加申込書 FAX：03-5202-0755

池ノ上 真一（いけのうえ しんいち）　　
北海道教育大学函館校准教授
国際地域学科 地域政策グループ・地域協働推進センター副センター長
大阪・堺生まれ。「技術の人間化」を理念とする芸術工学を学び、都市・
地域計画・まちづくり・観光を専門とする。 これまで特定非営利活動法
人たきどぅん(竹富島)、(公財)日本ナショナルトラスト(東京都)のNPO・
NGO職員として観光を活用した地域づくりに取り組む。国土交通省観光
庁 地域資源を活用した観光地魅力創造事業検討委員会委員、広島県魅
力ある観光地づくり（観光拠点魅力創造）事業 アドバイザー等を歴任。

岡崎 正信（おかざき まさのぶ）　
オガールプラザ株式会社代表取締役
一般社団法人公民連携事業機構理事、ＣＲＡ合同会社代表社員 
1972年岩手県生まれ。1995年に地域振興整備公団（現都市再生機構）に
入団し、2002年に退団するまでの間、東京本部、建設省都市局都市政策
課、北海道支部などで地域再生業務に従事。 岩手県紫波町有地で行われ
ているオガールプロジェクトにおいて、紫波町の代理人および民間側の
代表として公民連携事業を企画推進。現在は中核施設であるオガールプ
ラザ（株）、オガールベース（株）、オガールセンター（株）の代表取締役とし
てオガール事業に継続的に参画している。内閣官房地域活性化伝道師。

川島 蓉子（かわしま ようこ）　
伊藤忠ファッションシステム株式会社取締役、ifs未来研究所所長
1961年新潟市生まれ。早稲田大学商学部卒業、文化服装学院マーチャ
ンダイジング科終了。伊藤忠ファッションシステム株式会社取締役。ifs未
来研究所所長。ジャーナリスト。多摩美術大学非常勤講師。日経ビジネス
オンラインや読売新聞で連載を持つ。１年365日、毎朝、午前3時起床で
原稿を書く暮らしを20年来続けている。著書「社長、そのデザインでは売
れません！」（日経BP社）など。

嶋田 洋平（しまだ ようへい）　
株式会社らいおん建築事務所代表取締役
株式会社リノベリング代表取締役
1976年福岡県生まれ。設計事務所勤務を経て2008年らいおん建築事
務所を設立。2012年北九州家守舎を、その翌年には都電家守舎を設立
し、縮退エリアにおけるリノベーションまちづくりによる再生事業を行っ
ている。小倉魚町での実践によって「国土交通大臣賞」「都市住宅学会
業績賞」「土地活用モデル大賞審査委員長賞」「日本建築学会賞教育賞」
を受賞。著書に「ほしい暮らしは自分でつくる ぼくらのリノベーションま
ちづくり」(日経BP社)など。

湯浅　篤（ゆあさ あつし）　
株式会社ゆあさ代表取締役、ふらのまちづくり株式会社専務取締役
富良野商工会議所常議員（商業委員長）
大学卒業後、富良野に戻りパソコンショップを開業し、商店街活動を手始
めに地元商業活性化に取り組む。中心市街地活性化事業では基本計画
の立案と実施にかかわり、2010年フラノマルシェをオープン。第2 期計画
であるネーブルタウン（再開発事業）が2015年6月に完成した。著書に
「タウンマネージャー　まちの経営を支える人と仕事」（共著・学芸出版）。

開場・受付
開会　開会挨拶
基調講演
 「稼ぐまちへの転換
　　～好循環を生み出す都市経営～  」
木下　 斉
（一社）エリア・イノベーション・アライアンス代表理事

休憩

パネルディスカッション
「稼ぐまちへの転換
　　～好循環を生み出すまちづくり～」
コーディネーター 　
池ノ上 真一
パネリスト［五十音順］
岡崎 正信
川島 蓉子
嶋田 洋平
湯浅　 篤
終了

北海道教育大学函館校准教授、国際地域学科 地域
政策グループ・地域協働推進センター副センター長

オガールプラザ㈱代表取締役

伊藤忠ファッションシステム㈱取締役、
ifs 未来研究所所長

㈱らいおん建築事務所代表取締役

ふらのまちづくり㈱専務取締役

※敬称略

　　　  　　@
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